
読書ノートの「書
き方・使い方」の
指導がすぐできて、
かんたん！ 

書けば、書くほど
たのしくなる… 

児童生徒に、１冊ずつ
「読書生活デザインノート」を

読書生活デザインノート
A5（148×210）  30枚 

【お問い合わせ】

TEL： 03-6284-3722㈹  　FAX：03-6284-3725

（製造元：コクヨ株式会社）

「全国SLAネットストア」      （下記リンク先） 

または最寄りの書店からご注文いただけます

https://sla.official.ec/

「読書生活デザインノート」の書き方・使い方は、全国学校
図書館協議会のWebサイトから、児童生徒ひとりひとりに
そのまま配布できるプリントが刷り出せます。 

https://www.j-sla.or.jp/books/

dokusyo-note-print.pdf

販売価格 200円 （税別）





ノートの使い方と指導

　読書に関することなら何でも書ける、
子どもの個性を大切にしたスペースで
す。〈心に残った言葉や文〉や〈感想〉
の続き、イラストを描いたり、切り抜
きやメモを貼ったり自由に使います。
「大好きな本ベスト５」「本屋さんに
行ってみました」「映画をみて、原作を
読みました」「大好きな作家について」
など、テーマを決めてまとめて書くこ
ともできます。

　私たちが「自ら本に手を伸ばす子供」の育成を目指すのは、生涯に
わたって、必要に応じて本を手に取り、情報を主体的に活用すること
のできる自立した読み手になってほしいと願うからです。そうした読
み手を育てるために、学校においては、一斉読書はもちろんのこと、
国語での本の紹介、社会での調べ学習など、各教科等においてもさ
まざまに工夫された読書活動が行われています。これらの読書活動を
個々の子供の中でつなげることが、彼らを自立した読み手に育てるコ
ツです。日常の読書も含め、すべての読書活動を「読書生活デザイン
ノート」に記録していくことで、個々の読書活動は彼らの中でつなが
りをもち、読書に主体的に関わる読み手として成長していきます。「読
書生活デザインノート」は、すべての読書活動をつなぐ教材なのです。
　子供たちが読書ノートについて、「書いていて楽しい」「少し大変だ
けど自分のためになる」といった実感をもつようにするためには、４
つのポイントが考えられます。 

①最初の指導を丁寧に行うこと。
②読書ノートをいつもそばに置かせること。
③さまざまな読書活動の際に、必ず使用すること。
④定期的に回収し、ひと言でよいので、必ずコメントを加えること。

子供たちの豊かな読書を願うすべての人に、「読書生活デザインノー
ト」の活用をお薦めします。

杉本直美
文部科学省国立教育政策研究所学力調査官・教育課程
調査官。川崎市立中学校教諭を経て現職。著書に、『読
書生活をひらく「読書ノート」』（全国学校図書館協議
会）ほか。「読書生活デザインノート」を監修。

読書あれこれ❻

子どもが自由に使ってよいのです
が、「読書ノート」を提出させて、「お
もしろそうだね」「私も読みました」
など、先生からのひと言コメントを書
いて返すと、子どもの励みになります。

先生からのメッセージ❼

❼

❻

推薦します！　読書生活デザインノート

読書生活デザインノートの
書き方例

〒113-0034 東京都文京区湯島3丁目17−1 湯島大同ビル　公益社団法人全国学校図書館協議会　https://www.j-sla.or.jp/

まだ読めていない本

先生や友達のコメントイラストや色を塗って楽しく




